


１ 水産業の特徴

　佐賀市の水産業は、有明海でのノリ養殖が盛んで、全国でもトップクラスの生産量、
額を誇ります。
　有明海は、遠く阿蘇山や九重山からは筑後川、背振山から嘉瀬川、天山から六角川、
多良岳から流れでる塩田川、矢部川などの大きな川が、栄養豊かな水と土砂を運んでく
れるため、とても豊かな海となっています。
　また、有明海は干満の差が大きいことで有名です。漁場は、湾の一番奥に位置し、大
きな干満の差は川の真水と海の塩水をノリ養殖に適した濃度に調整したり、養分や酸素
を供給してくれます。
　さらに、潮が引けば、沖合い５ｋｍに及ぶ広大な干潟が広がります。そこにはムツゴ
ロウやワラスボなど有明海だけにしかいない不思議な生き物が生息しています。
　佐賀市のノリ養殖は、漁場に支柱を建ててノリ網を固定し、一日に２回日光にあてる
ことによって“佐賀ノリ”独特のうまみと柔らかさをつくり出しています。このよう
に、恵まれた漁場で生産された佐賀市のノリは、令和４年度の生産額が約１３５億円と
国内有数の産地となっています。

ムツゴロウ

ワラスボ

佐賀市

有明海
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２ 主な水産業

（１）魚種別陸揚量

３ 佐賀市の漁港　（４漁港８箇所）

計 ４４,５９７.１ １７,２０６

その他の漁業
（魚貝類）

２７９.２ ５３

海面養殖業
（ノリ養殖）

４４,３１７.９ １７,１５３

（令和４年：港勢調査）

漁業種類 陸揚量（属地数量）：ｔ 陸揚金額（属地数量）：百万円

佐嘉漁港

福所江漁港

広江漁港

早津江川地区

【早津江】

早津江川地区

【寺井津】

筑後川地区

【三軒屋】早津江川地区

【戸ヶ里】

早津江川地区

【大詫間】

戸ヶ里・寺井津漁港

2 



４ 漁港の概要

（１）戸ヶ里・寺井津漁港（第２種漁港）

①漁港の指定　　　　　昭和２７年　５月２８日（農林省告示第２３０号）

②漁港管理者の指定　　昭和３０年　９月　７日（川副町告示第４０６号）

陸揚量　　２９，１０９．１ｔ　　

陸揚金額　　１１，０８６百万円

登録漁船隻数

①早津江川地区【戸ヶ里】

漁港の所在　佐賀県佐賀市川副町大字犬井道字戸ヶ里

関係漁協　　佐賀県有明海漁協諸富町支所、南川副支所、広江支所

主な施設　　　　　　　　　　　　

桟　橋 １，０８６ｍ 漁船保管施設用地 １８，８００㎡

橋　梁 ２８ｍ

物揚場 １，７７８ｍ 船揚場 １４５ｍ

（令和４年：港勢調査） ３〜５ｔ ２７４隻
５～１０ｔ １２隻
１０～２０ｔ ２隻

護　岸 ７８ｍ 道　路 ３，１４９ｍ

３ｔ未満 ３１４隻

（令和４年：港勢調査）

寺

戸ケ里

戸ヶ里・寺井津漁港

①早津江川地区

戸ヶ里

②早津江川地区

早津江
③早津江川地区

大詫間

④早津江川地区

寺井津
⑤筑後川地区

三軒屋
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②早津江川地区【早津江】

漁港の所在　佐賀県佐賀市川副町大字早津江

関係漁協　　佐賀県有明海漁協早津江支所

主な施設

③早津江川地区【大詫間】

漁港の所在　佐賀県佐賀市川副町大字大詫間字海路端

関係漁協　　佐賀県有明海漁協大詫間支所

主な施設

物揚場 ４７６ｍ 道　路 １，０６７ｍ

桟　橋 ３４８ｍ 船揚場 ２０ｍ

物揚場 ８０８ｍ 道　路 ９１５ｍ

桟　橋 ５１６ｍ

早津江

大詫間

筑後川

筑後川

4 



④早津江川地区【寺井津】

漁港の所在　佐賀県佐賀市諸富町大字寺井津字搦

関係漁協　　佐賀県有明海漁協諸富町支所

主な施設

⑤筑後川地区【三軒屋】

漁港の所在　佐賀県佐賀市川副町大字大詫間字三軒屋

関係漁協　　佐賀県有明海漁協大詫間支所

主な施設

物揚場 ４９９ｍ 道　路 ４９７ｍ

桟　橋 １７３ｍ 船揚場 ３０ｍ

物揚場 ５６６ｍ 　道　路 ９３９ｍ

桟　橋 ３２７ｍ 　船揚場 ４２ｍ

三軒屋

大川市

寺井津
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（３）広江漁港（第１種漁港）

　

①漁港の所在　　　　　佐賀県佐賀市川副町大字小々森字広江

　　　　　　　　　　　　　　　　　東与賀町大字下古賀字年徳搦

②漁港の指定　　　　　昭和２７年　５月２８日（農林省告示第２３０号）

③漁港管理者の指定　　昭和３２年　５月２６日（佐賀県告示第２０５号）

陸揚量　　１１，３５８．３ｔ　　

陸揚金額　　４，３５１百万円

登録漁船隻数

関係漁協　　　　　　佐賀県有明海漁協広江支所、東与賀町支所

主な施設

　

航　路 ６，４００ｍ

桟　橋 ５６５ｍ 加工場用地 ３３，３４４㎡

船揚場 １００ｍ 橋　梁 ３０ｍ

物揚場 １，６４３ｍ 道　路 ２，３４５ｍ

３ｔ未満 １４８隻
（令和４年：港勢調査） ３〜５ｔ １３６隻

５～１０ｔ ３隻

東与賀側

広江漁港

川副側

広江漁港

川副町側 東与賀町側
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（４）佐嘉漁港（第１種漁港）　　　　　

　

①漁港の所在　　　　　佐賀県佐賀市西与賀町大字相応津（本港）

　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉瀬町大字十五（分港）

②漁港の指定　　　　　昭和４８年　５月１６日（農林省告示第１０２２号）

③漁港管理者の指定　　昭和４８年　６月１５日（佐賀市告示第２９３号）

陸揚量　　　２，１１７．５ｔ　　

陸揚金額　　１，１７３百万円

登録漁船隻数

関係漁協　　　　　　佐賀県有明海漁協佐賀市支所

主な施設

　

護　岸 ５６１ｍ 道　路 ３８３ｍ

物揚場 ９０５ｍ 航　路 ２９１ｍ

（令和４年：港勢調査） ３〜５ｔ ４７隻
３ｔ未満 ５６隻

分港
本港
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（５）福所江漁港（第１種漁港）　　　　　　　

　

①漁港の所在　　　　　佐賀県佐賀市久保田町大字江戸

　　　　　　　　　　　　　　小城市芦刈町大字下古賀

②漁港の指定　　　　　昭和５３年１２月　６日（農林省告示第５５５号）

③漁港管理者の指定　　昭和５４年　２月２１日（佐賀県告示第３２７号）

陸揚量　　　１，９３１．４ｔ　　（久保田町分）

陸揚金額　　　　５９６百万円　　（久保田町分）

登録漁船隻数

関係漁協　　　　　　佐賀県有明海漁協久保田町支所、（芦刈支所）

主な施設（久保田町分）

　

　

船揚場 ３０ｍ

物揚場 ３５ｍ 桟　橋 １５８ｍ

３ｔ未満 ３９隻
（令和４年：港勢調査） ３〜５ｔ ２９隻

福所江魚港
小城市
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５漁港の風景

広江漁港

戸ヶ里漁港

漁船保管施設

台風が接近し漁船が入江に避難している
状況。避難場所が少ないため、漁船が密
集している。

漁船の避難用に整備した陸上の施設に、
台風を避けるため避難している状況。

　佐賀市の漁港は河川に位置しています。有明海は浮泥の堆積が著しく港はすぐに埋
まってしまいます。

狭い川の河口を漁港として利用している
ため、漁船がひしめき合っています。
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６佐賀県有明海漁業協同組合佐賀市管内支所一覧

７市内の海苔生産

（１）生産枚数（全国で約４８億枚）

（２）生産金額

計 820 520 493

佐賀市 58 53 44

久保田町 27 35 28

広　江 111 57 57

東与賀町 114 75 75

大詫間 133 79 79

南川副 230 143 132

諸富町 98 50 50

早津江 49 28 28

（令和４年：港勢調査）
支所 正組合員数 漁家数 経営体数
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８海苔ができるまで

①カキ殻入れ

②種付け

③展開

④網洗い

　ノリの糸状体を培養されたカキ殻をビニー
ル袋（通称「落下傘」）に入れ、網にとりつ
けます。

　「落下傘」をつけたノリ網を約３０枚ずつ
重ねて漁場に張り込みます。

　網にノリ芽が付着したら、重ねていた網を
数枚ずつ広げ展開します。

　網に付着した汚れを落とすため、網を洗い
ます。
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⑤干出

⑥秋芽網（１枚張り）

⑦冷凍網干し

⑧摘採

　秋芽ノリの収穫後、冷凍ノリ用として再度
漁場に張り込む（農業でいう二期作）ため、
約半分の網を一時引き上げ、乾燥させた後、
冷凍庫で保管します。

　種付けから1ヶ月ほど経過して十分に成長し
たノリを摘み取ります。（秋芽ノリ２～３
回、冷凍ノリ５～７回）

　潮の干満を利用し、日光と潮風を浴び乾か
します。干出を繰り返すことによりノリが丈
夫に育ちます。

　ノリの網は、ノリの成長具合で展開してい
き最後は１枚張りにします。
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⑨製造

⑩検査

⑪入札

　各漁家、協業化施設などで一定の大きさの
「板海苔」に加工されます。

　「板海苔」にされたノリは漁協に持ち込ま
れ検査員により品質検査を受けます。「色あ
い」や「つや」が検査されて６０にもおよぶ
等級に格付されます。

　品質検査が終わったノリは、漁協本所に運
ばれ入札に上場されます。
　入札は、１２月から翌４月まで行われま
す。「秋芽ノリ」と「冷凍ノリ」あわせて毎
期１０回程度の入札会が開催されます。
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９海苔加工場の協業化

市内の協業化施設数 令和４年10月末

施設外観 大型乾燥機

ノリ養殖の協業化とは

佐賀市全体 87 435 280 64.4%

　協業化とは、各漁業者で行っていたノリ養殖の作業を複数の漁業者がグループにな
り、共同で行うことです。協業化により各漁業者漁家にかかる経済的負担の軽減、労働
時間の短縮が可能です。
　たとえば、漁場での作業をグループで行えば、漁業者ごとに必要な漁船もグループで
数隻を所有、維持、管理すればよくなりますし、加工、製造にかかる機械類も共同で購
入、利用（ノリ共同化工場を整備）することでコストの削減と規模の拡大による生産性
の向上が図られます。
　また、従来繁忙期には各漁業者が連続して行っていた漁場での作業（種付けや展開、
摘採）と陸上での作業（加工、製造）を分担して行うことで、労働時間の短縮につなが
るとともに、これまで以上に品質管理を徹底できるようになり、良質なノリの安定生産
が期待されます。

佐賀市 10 31 30 96.8%
久保田町 6 18 17 94.4%

広江 11 56 42 75.0%
東与賀町 16 66 55 83.3%

大詫間 3 63 9 14.3%
南川副 27 127 80 63.0%

諸富町 9 49 33 67.3%
早津江 5 25 14 56.0%

支所名
協業化施設整備

数(ライン)

行使者数(経
営体)

協業漁家数
(経営体)

協業率
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１０佐賀市の内水面漁業

　 やまめの放流 テナガエビの放流

 うなぎの放流

市内の内水面漁業の漁業協同組合（令和５年３月現在）

　佐賀市内の河川（嘉瀬川や筑後川とその支流）には、やまめ・あゆ・ふな・うなぎ等
の魚や、手長エビ・モクズカニが生息しています。
　近年、河口堰や防潮樋門等による魚道の分断や水質の悪化により、これらの魚種は資
源として枯渇する恐れがあるため、各地域の漁業協同組合では、定期的に稚魚、卵の放
流を行い増殖を行っています。

◎ 古湯地区漁業協同組合 組合員数30名

◎ 佐賀県有明海漁業協同組合4支所 組合員数623名

（諸富町支所、早津江支所、大詫間支所、南川副支所）
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